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論文の内容の要旨
(呂的)
本博士論文では、①肥満者における内臓脂肪量およびその変化を妥当に評価できる評価部位を明らかにす
ると同時に、②multiple-slicei去による内臓脂肪量と心血管疾患1)スク要因との関連性を横断的および縦断的
に検討することを呂的とした。
(対象と方法)
対象者は中年肥満男性とした。課題 Iでは横断的な検討を行い、課題2は運動習慣介入、課題3は食習漬
改善介入をおこなった。さらに課題4では、内臓脂肪の変化を評価する際に、評価部位の違いに応じたサン
プルサイズと効果量を比較検討した。すべての課題において、 MRIのmultiple-slice法による内臓指肪量、体
重、 B問、心血管疾患リスク因子 (TC，HDL， TG， glucose， insulin， SBP) を調査した。
(結果)
自本中年肥満男性を対象に、 MRIのmultiple-slice法を用いて内臓指肪体積および心血管疾患リスクとの関
連性が最も高い評価部位について横断的および縦断的検討をおこなった。その結果、評価部位によって関連
性が異なり、最も高い関連性があった部位は従来の L4-L5位より 5-6cm上位であることが明らかになった。
(考察)
従来の評価部位より 5-6cm上の評価部位において、内臓脂肪体積、心血管疾患リスクおよびその変化と
最も関連することの理由としては、内臓脂肪の蓄積パターンが考えられる。肥満者の内臓脂肪と皮下脂肪の
蓄積パターンを検討した結果、内蔵脂肪の蓄積量が最も多い部位は従来の L4-L5位より 5・10cm上であり、
皮下脂肪の蓄積量が最も多い部位は L4-L5位であることが報告されている。本博士論文でも同じパターンを
確認できたため、蓄積量が多い部位との関連が高くなったと考えられる。また、心血管疾患リスクとの関連
牲が最も高い部位は、従来の L4・L5位より 5・10cm上の部位であった理由については内蔵脂肪の割合が考え
られる。先行研究によると、内蔵脂肪は腹膜内指肪と腹膜外脂肪に分類できる。内蔵脂肪による遊離指妨酸
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の分泌などの代謝的な役割は主に腹膜内脂肪でおこなわれ、腹膜外指肪はj臓器を守る役割であると報告され
ている。そのため、腹膜内脂肪が多くなれば様々な疾患と関係することが推察でき、かつ上腹部において腹
膜内脂肪の割合は多くなる。このように、従来のL4-L5位より 5-10cm上の部位において内蔵脂肪の蓄積量
が多く、さらに腹膜内指肪の割合も多いことが一つの理由と考えられる。
審査の結果の要旨
本博士論文は、 h在RIのmultiple-sliceimagingを手法として、体重減少前後における肥満者の内蔵脂肪量と
その変化を適切に表す部位について、横断的・縦断的に検討したものである。本研究は、被爆の危険性がな
いl¥1RIを用い、 l枚ではなく 24枚の画像から内蔵脂肪を定量した点で新しい試みであったと評価できる。
また、内蔵脂肪の蓄積度およびその変化を包括的に検討し、最適な評価部位に着目した点は、新規性が高い。
一方で、解剖学的、生理学的な裏付けに関する考察がやや不十分であるとの批評もあった。さらに、肥満者
だけではなく、非肥満者および対象者に女性に統った検討も必要ではないかとの指摘があった。
平成 24年 1月7日、学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもと論文について説明を求め、
関連事項について質疑応答を行い、最終試験を行った。その結果、審査委員全員が合格と判定した。
よって、著者は博士(スポーツ医学)の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
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